J AXA と 三菱 重工 業 株 式 
会 社 は 2 月 23 日 17 時 55 

分 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 超 
高速 1 ンタ ーネット 衛星 [きず な 」 
(WINDS) を 搭載 し た H- IA ロケ 
ッ ト 14 号 機 を 打ち 上 げ ま し た 。 
[きず な 」 は 約 28 分 後に ロケ ッ ト 
か ら 分 離さ れ 、 打 ち 上 げ は 無事 成 
功 し まし た 。 ま た 、 ロ ケッ ト か ら 
分 離さ れ た 「 き ず な 」 は 、 太 陽 電 
池 パ ドル を 展開 し まし た (18 時 
33 分 、 チ リ の サン チャ ゴ 局 が 展 
開 を 確認 ) 。 

| きず な 」 が 搭載 する 2 つの マル 
チビ ー ム アン テ ナ (MBA) の 展 
開 を 、3 月 1 日 、 沖 縄 局 か ら の コ 
マン ド に より 実施 し まし た 。 衛 
星 か ら の テレ メト リ デ ー タ 、 そ 
し て 搭載 カメ ラ の 画像 に よっ て 、 
アン テ ナ が 正常 に 展開 され た こと 
を 確認 し まし た 。 

その 後 、「 き ず な 」 は 姿勢 制御 
を 定常 制御 モー ド に 移行 し 、 太 
陽 電 池 パ ドル 回 転 を 開始 。 ク リ 
ティ カル 運用 期間 か ら 初 期 機能 
確認 運用 期間 へ と 移行 し まし た 。 
3 月 2 日 以降 、 ド リフ ト 軌 道 か 
ら 静 止 軌 道 に 投入 する た め の 軌 
道 制御 を 実施 し て 、 最 終 の 軌道 
制御 を 経た 3 月 14 日 、 所 定 の 静止 
軌道 へ の 投入 を 確認 し まし た 。 
現在 、 共 同 開発 機関 で ある 情報 
通信 研究 機構 (NICT) と 協力 し て 
搭載 機器 の 初期 機能 確認 を 実施 し 
て お り 、6 月 下旬 頃 に 定常 運用 に 
移行 し 、 通 信 実 験 等 が 開始 され 
る 予定 で す 。 


モニ タカ メラ が 撮影 し た 
展開 後 の マ ル チ ビ ー ム アン テ ナ 


本 時 間 の 3 月 11 日 、 土 井 隆雄 宇宙 飛行 士 と 
[「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 船内 保管 室 を 載せ た 
スペ ー ス シャ トル | エン デバ ー| が 、 ケネディ 宇 
宙 セ ンタ ー を 飛び 立ち まし た 。 順 調 に 飛行 を 
続け た [エン デバ ー| は 、3 月 13 日 に 国際 宇宙 ステ ーション と 
ドッ キン グ 。 翌 14 日 に は 国際 宇宙 ステ ーション へ の 船内 保 
管 宝 の 取り 付け を 完了 し 、 そ し て 迎え た 3 月 15 日 午前 10 時 
30 分 、 土 井 宇宙 飛行 士 た ち ク ルー が 船内 保管 室 に 入室 し 
まし た 。 日 本 が 開発 し た 最初 の 有人 宇宙 施設 に 、 日 本 人 


INTRODUCTION 


が 初め て 乗り 込む 歴史 的 な 瞬間 
で す 。 今 号 の 表紙 を 飾る の は 、 
船内 保管 室 に STS-123 ク ルー 全 
員 が 集まっ た 記念 写真 で す 。 速 
報 で 、「 き ぼう ] の 第 一 歩 と な る 
ミッ ショ ン の 画像 を いち 早く 掲 
載 し まほ し た 。 そ の ほか 、2 月 に 成 
功 し た 超 高速 イン ター ネッ ト 衛 星 
[きず な 」 の 打ち 上 げ と 、 そ れ に 
続く | きず な 」 を 利用 し た 通信 実 
験 に つい て も 紹介 し ます 。7 月 
の 北海 道 ・ 洞 爺 湖 サミ ッ ト を 前 
に 、 い よい よ 本 格 的 に 動き 出し 
た 地球 環境 変動 観測 ミッ ショ ン 
「GCOM」 の 全容 を 中 川 敬三 プロ 
マネ に 聞き まし た 。" 空 へ 挑み 、 
宇宙 を 拓く "JAXA の 活動 を 、 今 
回 も た っ ぷり と お 届け し ます 。 
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表紙 : 飛 行 14 日 目 に 船内 保管 室 に 集まっ た STS-123 ク ルー。 
手前 に は 日 の 丸 と と も に | 富士 山 より 高い 日 本 の 最高 
峰 へ よう こそ 」 の コメ ント が 英文 で 手書き され て いま す 
(NASA 提 供 ) 
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久吉 較 二 0 2 00000 る 2 半 電 CN に 1 周回 衛星 「 か ぐ や ] が 搭載 する レー ザ 高度 計 は 、 の 最 北 敵 に 位置 周壁 の 一 部 が キリ ルス の 一 部 を 侵 

し ほ 来 注 発 く 生 イ 街 シン な 合 ツ ナ が が き や な る 洗 と 開 し ずい で 外 だ 軸 月 還 に 向かっ て レー ザ 光 を 発 和 し 、 月 面 に 反射 食し て いま す 。 直 邊 は 約 100km、 中 央 丘 を も ち 、 和 有 

NII 共 ァ で グ 変 わ ね ト る 自 本 上 る 汗 つう / 潜 え 仙 そ 時 る 着 活 ろ 般 し た 光 が 戻 る まで の 往復 時 間 を 測る こと で 、「 か ぐ や | 名 な コペル ニク ス や ティ コ と 並ぶ 雄大 さ で 知ら れ ます 。 

ム 還 数 あ る 名 押 村人 衝 まき 計 炎 き に た 本 ま の く の き いこ を の 活 史 日 用 み 6 と 月 面 と の 直線 中 離 を 求め る 装 置 で す 。 従 来 は 探査 この デー タ を 見 る と 、 ク レー タ の 周壁 の 高 さ は 北側 

ミュ に は ほとり 槍 に 方 便 ご 服 然 前 る に た 加 る た まず 宇 ア 細 の ば 宇 2 売 され て いな い 紳 度 75 度 以上 の 極 域 を 含め 、 か つて 月 で 約 2.000m、 周 壁 か ら ク レー タ 庶 部 まで の 深 さ は 約 

ムン A 出 宙 援 靖 圭 し り 自 が 安 人 軸 伸 隊 = 地 所 聞 還 了 だ 3 同 1 き る 了 池 再 3 を 探査 し た NASA の クレ メン タイ ン 衛 星 を は る か に し 5,000m、 中 央 丘 の クレ ー タ 底部 か ら の 高 さ は 約 
NSP 本 を SW て が 宇 上 の 体 し カ す が 治 じ は る 直 きか 何 な ふ の ぐ 高 精度 か つ 高 問 度 で 月 面 全体 の 高度 デー タ を 取得 2.000m で ある こと が わか り ま す 。 

ラプ ざさ ネ 新 逢 ッ 」 衝 る いい 全 る 人 業 布 腕 モ 2 壮 示 音 手 2 信 を 腺 行 なせ 着 と くん で き 、 月 の 形状 を 詳細 に 計測 し た 地形 図 人 作成 で きる 。。 大 き な クレ ー タ で は 、 形成 時 に 衝撃 流 の リバ ウン ド 

ON 部 X MM を た だ 千 ば の 2 す に 多 や 衣 と に 庄 を 店 あ 土 世 だ て あの 共 と し て 期待 され て いま す 。 に 伴っ て 深い 場所 の 物質 が 持ち 上 げ ら れ て [中 央 丘 ] が 

2 二 まい に 2 の ビ mo eo その レー ザ 高 度 計 に より 、 今 年 1 月 12 日 と 1 月 26 日 形成 され ます 。 月 で は 、 直 径 約 40km 以 上 吾 数 十 km 


(いずれ も UT 世 界 時 ) の 2 日 間 、 月 面 表側 の 東南 部 ' ま で の クレ ー タ は 、 ほ と ん どこ の 「 中 央 丘 ] を も つ 形 
に ある テオ フィ ルス ・ ク レー タ の 上 空 を 「 か ぐ や | が を し て お り 、 表 側 だ け で も 約 50 個 が 知ら れ て いま す 。 


通過 し た 時 に 観測 し た 高度 デー タ が 、 こ の 画像 で す 。 中央 丘 に は 地 穀 下部 や マン トル の 物質 が 赴 出 し て いる 
ーー ラナ キテ 2 2 アラ テ ノ N、 
ヨ ビ 由 0 らし を 全 区 適 ( テオ フィ ルス は 、| 神 酒 の 海 ] の 西海 岸 を 取り 囲む 3 可能 性 が 高く 、 月 の 内 部 を 観察 で きる [ 窓 ] と し て 重 


た る つの クレ ー タ (カタ リナ 、 キ リル ス 、 テ オフ ィ ル ス ) 要 な 観測 ター ゲッ ト と な っ て いま す 。 
| 日 本 女子 大 学 
に 多 屋 泌 子 gs 宇 申 へ 


3 月 14 日 、 土 井 隆雄 宇宙 飛行 士 は 、 日 本 初 の 有人 施設 、 「 き ぼう 」 の 船内 保管 室 を 国際 宇宙 ステ ーション に 見 事 、 二 時 ーー デー 
結合 させ た 。 翌 日 、「 き ぼう | に 入室 し た 土井 宇宙 飛行 士 が 、 そ の 歴史 的 瞬間 に 着 て いた ラガ ー シ ャ ツ 。 ンー 間 曲 ーー ーー に 
それ は 日 本 が 開発 し た 、 宇 宙 の 「 ふ だ ん 着 ]18 ア イ テ ム の 1 つ だ 。 一 見 、 ふ つう の 日 常 着 と 変わ らち ない が 、 ・ と 

見 えな いと ころ に 日 本 を 代表 する 繊維 ・ ア パレ ル メ ー カ ー の ハイ テク 技術 と 大 学 の 着 ご こち 研究 が 満載 。 ae Lo 
土井 飛行 士 も 「 着 ご こち が いい ]| と 宇宙 か ら 伝 えて きた 、 宇 宙 ふ だ ん 着 の 詳細 を 紹介 する 。 (取材 ・ 文 / 林 公 代 ) 


宙 に 長く 暮らす 宇宙 飛 
ー ド 行 士 の 日 課 に は [運動] 

が 毎日 約 2 時 間組 み 込 
まれ て いる 。 無重力 状態 の 宇宙 に 
長く いる と 、 筋力 等 が 衰え る か ら 。 
その 運動 用 の ウェ ア だ 。 運動 する 
と 汗 が 出る 。 そ の 汗 を 逃がし や すく 上 
する た め に 、 育 中 と 脇 に メッ シュ を 汁 を 逃がす 
設け た 。 無 縫製 ニッ ト の 編み 機 を 2 細 二 い 
世界 で 初め て 開発 し た 島 精 科 製作 スポ ー ツ ウェ ア 
所 が 担当 。 縫い 代 が な い の で ニッ 
ト 本 来 の 伸縮 性 が 損なわ れ て いな 
い 。 そ の た め 宇 宙 で の 体型 変化 に 
も よく 対応 する 。 綿 と ポリ エス テ 
ル 繊維 の 混紡 糸 を 使用 し 、 綿 の 表 
湿性 に 伸縮 性 が プラ ス され た 。 吸 
水 ・ 抗 菌 防臭 加工 も 施し て いる 。 
【 担 当 者 か ら 】 
ニッ ト は 湿度 や 温度 な ど 環 境 の 変 
化 で 、 製 品 の 寸法 が 変化 する 。 無 
簡 製 の ニッ ト は 指示 どおり の 寸法 
に 編み 上 げ な いと 、 後 で 手 を 加え 
られ な い の で さら に 難し い 。 メ ッ 
シュ で 汗 を 逃がす よう に し た が 、 
ここ も ふつ うな ら 別 の 生地 を 使っ 
て 縫う と ころ 。 宇宙 で の 着 心地 を 
聞か せ て も らい 、 今 後 の 展 開 に つ 
な げた い 。 (株 式 会 社 島 精機 製作 
所 ・ 古 金谷 圭三 ) 
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画像 提供 NASA 


柔らか で 軽い 
快適 ズボン 


o リエ ステ ル に 綿 を 加え 

】 半 ズ ボン より 柔らか い 効 
果 を ね ら っ た 。 ウ エス 

ト 部 分 に 伸縮 性 を 取り 入れ 体型 
に フィ ッ ト 。 さらに 、 織 物 用 の 無 縫 
製 技術 を 開発 。 布 と 布 を 超 音 波 
で 接着 し 伸縮 性 の ある テー プ で 強 
度 を も た せ た 。 その 結果 、 し な や 
か に 身体 に フィ ッ ト し 軽い 、「 快 適 
ズボン 」 と な っ た 。 さら に ひざ 上 の 
面 フ ァ ス ナー に 注目 。 無重力 で 物 
が た だ よわ な いよ う 、 こ こ に に 道具 
な ど を 取り 付け る 。 現在 NASA で 
使っ て いる アメ リカ 製 の 面 フ ァ ス 
ナー は 、 や や 硬く 安全 性 の 面 な 
ど で 課 題 が あっ た 。 そ こ で クラ レ 


厚底 の 
あん し ん 靴下 


宙 船 内 で は 、 靴 を は か 
宇 ず 、 靴 下 で 移動 する 。 

だ か ら 靴 下 は 足 を 守り 、 
し か も に お い 対 策 は 必須 。 案 外 、 
さま ざま な 機能 が 求め られ る の 
だ 。 ま すず 保 温 対 策 と し て 、 足 底 の 
部 分 を 他 の 部 分 より も 厚く し て い 
る 。 ま た 足首 の 部 分 に は 直角 の 角 
度 を も た せ て 、 足 首 に スト レス が 
か か り に くい シル エッ ト に 仕上 げ 
て いる 。 さ ら に 吸水 ・ 消 臭 加 工 を 
加え た 。 未 構 部 を 温め る の は 、 全 
身 を 温か くす る 時 に 効果 的 。 膝 ま 
で の サイ ズ も 製作 し た が 、 今 回 は 
短い 靴下 が 搭載 され た 。 


ファ スニ ング 社 が 開発 。 柔らかく 
安全 な 面 フ ァ ス ナー が 完成 し た 。 
[担当 者 か ら 】 

面 フ ァ ス ナー に ます 求め られ た 
の は 、 面 熱性 と 有害 ガス を 発生 し 
な いこ と 。 宇宙 で の 経験 が な く 不 
安 だ っ た が 結果 は 優秀 。 着 ご こち 
を 追求 し 柔らか くす る と 接着 部 の 
フッ ク が 抜け や すく な る と いう 課 
題 も 、 改 良 を 重ね る こと で クリ ア 。 
将来 宇宙 旅行 で 使わ れる こと を 期 
待 し て いる し 、 そ の た め に も 無 重 
力 で どの くら い の 接 着力 が 必要 か 、 
ぜひ フィ ー ド バッ ク し て ほし い 。 
(クラ レフ ァ ス ニン グ 株 式 会 社 ・ 
菊地 茂樹 、 田 中 孝明 ) 


[現代 の 名 工 」 


着 は 特に 衛生 面 で 配慮 
下 が 必要 だ し 、 直 接 肌 に 
触れ る か ら 快 適さ を 左 
右 す る 。 こ の 下着 は 2 つの 点 で 特 
徴 が ある 。 素材 と カッ ティ ング だ 。 
ます 素材 。 繊維 に 銀 を 加工 し 抗菌 
防臭 効果 、 さ ら に 繊維 を 改良 し 消 
臭 効 果 を も た せ 、 保 温 の た め に セ 
ラミ ックス を 練り 込ん だ 。 そ し て 
カッ ティ ング 。 担当 し た の は 、「 現 
代 の 名 工 | に スポ ー ツ ウェ ア 分 野 
の パタ ン ナ ー と し て 日 本 で 初め て 
選ば れ た 、 沼 田 喜 四 司 さ ん 。 NASA 
に 土井 宇宙 飛行 士 を 訪ね サイ ズ を 
測り 、 宇 宙 で の 身体 の 変化 を 考慮 
し た パタ ー ン を 設計 し た 。 
【 担 当 者 か ら 】 
エベレスト 登頂 用 ウェ ア な ど 和 極地 
で 命 を 守る ウェ ア の 研究 開発 を 
し て きた 。 宇宙 の 姿勢 は スキ ー 選 
手 や テニ ス 選 手 が 構え る と き の 
[前 届 み の ] 姿勢 に 似 て いる 。 そ の 
姿勢 に フィ ッ ト し 、 後 ろ 側 が ずり 上 
が ら な いよ うに カッ ティ ング に 工夫 
し た ( 半 、 長 ズボン も 同様 )。 土 井 
宇宙 飛行 士 は 前 回 の 飛行 で 「 ウ エ 
スト が きつ く 感 じ た ] そ う で 、 そ 
の 点 も 考慮 。 宇宙 で 効果 が あれ ば 、 
地上 の 極地 で も 使え る と 考え て い 
る 。 (株 式 会 社 ゴ ー ル ドウ イン テ 
クニ カル セン ター・ 沼 田 坪 四 司 ) 
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送 豆 間 革 , 史 還 計 は で 渦潮 。 キ 


Sr 沈 洒 人 きき 器 
ASw 時 交 さ ー コ トー よ S8 テ マミ 


ji Sr 
坪 で 草 回 憶 | 
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く な っ た と き に 着る 半袖 
ポロ シャ ツ は 、「 さ わ や 

か に | が テー マ 。 その た 
め 素 材 に は 綿 100% の 糸 を 使用 
し 、 鹿 の 子 編み を 採用 。 肌 か ら の 
汗 を 吸収 し 、 肌触り 感 を よく し て い 
る 。 内 側が な め ら か で 手触り が 抜 
群 。 無 縫製 で 動き や すい の は も 
ちろ ん 、 宇 再 特有 の 前 屈み に な る 
姿勢 に 合わ せ て 後ろ 身ごろ に 余裕 
を も た せ た シ ル エ ッ ト に し て いる 。 


ュー 
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六 詳 難 一 ユー マ 


生き 数 像 研 あ 
中 活 る 福 授 を 究 る 店 
本 興 5 
まし 人 が る ん 
代役 う 場 沼 全 め 外 問 
表 に の 思 で た 汽 題 
NT 幸 か 株 。 決 室 
る う 代 月 ら 週 相 を は 
織 * が 取 沈 描き $ 
維 あぁ し り 表 肌 る 地 
・ り て 組 服 境 

ん の 
人 間 利 そう 生 伯 投 
レ 上 用 き 多 生 し 術 


さわ や か で 
な め ら か な 
半袖 シャ ツ 


汚れ な い 
半 ズ ボン 


| み 100% 宇 宙 の 常識 ] を 
編 只 し 、 ポ リエ ステ ル 

100%。 汚 れ な い ズ ボ 
ン だ 。 ポ リエ ステ ル を ベー ス に す 
る と さま ざま な 加工 が で きる 。 東 
レ 社 が も つ ナ ノ マ ト リッ クス 加工 
技術 (直径 100 ナ ノ メ ー ト ル 以 下 
の 繊維 1 本 1 本 に 樹脂 加工 を 施 
す ) は 、 加 工 で きる 表面 積 が 大 き 
いた め 効 果 が 長 も ちち する の が 特 
徴 。 まず 必要 だ っ た の は 制 電 加工 。 
国際 宇宙 ステ ーション の 中 は 湿度 
が 低い た め に 、 ポ リエ ステ ル は 静 
電気 を 起こ し や すく 電子 機器 に 
影響 を 与え る 恐れ が ある か ら だ 。 


さら に 防 汚 、 消 臭 、 制 菌 加工 を 施 
し た ( 長 イ ボン も )。 ナ ノレ ベル で 
汚れ や 菌 に 対抗 する ハイ テク 服 だ 。 
[担当 者 か ら 】 

化学 繊維 の メー カー な の で ポリ エ 
ステ ル を 載せ た いと 考え た 。 燃焼 
性 の 試験 な どい ろ い ろ な ハー ドル 
が あっ た し 、 ど の くら い 薬 剤 を つ 
けれ ば いい か 工夫 を 重ね 、 や っ と 
完成 の 域 に 達し た 。 宇 宙 で は 洗濯 
が で き な い が 、 地 上 で も 使う こと 
を 見 越し て 約 20 回 洗濯 し て も 機能 
が 落ち な いよ うに つく っ た 。 そ の 
効果 も 帰 本 後 、 確 認 し た い 。 (東レ 
株 式 会 社 ・ 岡 崎 統 ) 
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肌寒い 宇宙 で 
温か い 
長袖 シャ ツ 

本 人 宇宙 飛行 士 へ の ヒ 

アリ ング で 多く 聞か れ 

た の が | 寒かっ た 」 と い 
う 意見 。 ス ペー スシ ャ トル は 温 
度 ・ 湿 度 と も に 一 定 に 保 た れ て い 
る も の の 、 日 本 人 に は 寒く 感じ る 
らし い 。 そ こ で 出番 が 多い の が 、 
長袖 シャ ツ 。 保温 効果 を 重視 し た 。 
土井 飛行 士 が 好き な ラガ ー シ ャ ツ 
の アイ テム だ 。 ニ ッ ト は 織物 素材 
より 、 糸 や 編み 構造 の 中 に 空気 を 
保持 で き て 温か さ を 生 む 。 さ ら に 
動き や すさ を 重視 し 、 ラ グラ ン 袖 
の デザ イン を 採用 し た 。 吸水 ・ 消 
臭 加工 も 加え て ある (半袖 ポロ ン 
ャ ツ も 同様 ) 。 


ゴ 当 HH 。 人 は 部 中 詳 沈 憶 S 部 
ば 国民 の 飼 計 HH の 送 元 滞 問 交 


1 の LTG6 時 T AY 梁 こ 国 き 今 
『 デレ ビ カ メ ラ と レー ザー セン サ を 用 いて Mi る 人 ぶ ば 上 
に 4 | ドー ザー デー] 。 権 本 に 損傷 が な いか どう か を 確認 する 。 か 告 ラ ラ 
リョ 1 エッ ・- ニ イー 真間 が 検査 用 の ロボ ッ ト ア ー ム を 操作 する か いで 田 是 う 
cs | 内 ア 十 し と こ 。 土井 宇宙 飛行 士 。(NASA TV) 失 | ス 本 イ 
クン ルプ 詩人 
全う の が ィ og た 2 シ 駿 で 
PT で 7 ば 3 は 棟 は 
生 EE 7 由 | ri 6 - , 時 の 土 
に ーー キー つや 7 の 人 ] “ ' の ん 佑 内 化 
ここ LreHT DAY 議 ": TRI 四半 
kr し 一 吉村 すい ュー ドッ キン グ の た め 近 づい て くる エン テバ ー 号 を 電 較 1 5 さと 草 宇 
6 sd 『 Em ステ ーション か ら 人 6 。 2 LAUNCH DAY 北 シ 趣 あ 埋 
Ba t 生生 4 光波 宇宙 セン ター の 運用 管制 裕 が 欠 動 。 人 人 
| JAXA) 0 
_I 彰 3 月 11 日 の 打ち 上 げ は 、 ま 前 行 士 
1 現地 時 間 の 深夜 (午前 2 時 28 分 ) に す 半 わ ら 
『 5 ー fa 押 行わ れ まし た 。 (NASA) 9 の 上 
較 Te 時 コ v 7 に 

| NG 1 WT タ 
プ w 
イ 日 
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HL 
AY 


LT6HT 
ペイ ロー ド ベ イ ( ス ペー スシ ャ トル の 貨 物 室 ) の 
ドア が 開放 され て 、 船内 保管 室 


尾 糞 と エン ジン ) が 宇宙 空間 に さら され 、 
温度 維持 の た め の 電 力 供給 も 始ま る 。 
(NASA) 


上 


信 土 井 宇宙 飛行 士 と 、 コ マン ダー 
(船長 ) の ゴー リー 宇宙 飛行 士 が ス 
ペー スシ ャ トル の 船内 か ら ロ ボッ 
ト ア ー ム を 操作 し 、 の 
国際 宇宙 ステ ーション へ の 取り 付 
け を 行っ た 。(NASA TV) 
下 の 写 真 は 操作 中 の 土井 宇宙 飛 
行 士 。(NASA) 


人 設置 完了 を 拍手 で 祝う 、 
筑波 宇宙 セン ター の 運用 管制 室 。 


国際 宇宙 ステ ーション 長期 滞在 の 
ウィ ッ ト ン ソン 宇宙 飛行 士 と 』 
の 前 で 、 土井 宇宙 飛行 士 は 月 


着陸 の アー ム ス ト ロン グ 船 長 の 言 
葉 に ちな み 「This is a small 
step for one Japanese 
astronaut, but a giant entrance 
for Japan to a greater and 


newWer SDaCe DrOgram. 
Congratulations. (1 人 の 日 本 
人 宇宙 飛行 士 に と っ て は 小さ な 
1 歩 で す が 、 日 本 の 新しい 宇宙 時 
代 に 向け て の 素晴らし い 幕開け と 
な り ま し た 。 お めで と う !)」 と 、 
交信 担当 の 山崎 直子 宇宙 飛行 十 
の 呼び か け に 応え コメ ント し た 。 
この 後 、 室 内 に 日 の 丸 を 設置 し 記 
念 撮影 も 。(NASA TV) 


呈 菩 器 怠 mV さ ん QN ユ ー の コ の は 清田 性 拘 共 壮 


(写真 の 半 円 状 の 部 分 。 背後 に スペ ー ス シャ トル の 
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「 み どり TH」 の 経験 を 活か し た 
光学 セン サ SGLI で 陸 域 の 植生 や 
エア ロ ゾ ソル を 観測 する GCOM-C 
寺門 次 に GCOMIC に つい て うか が いま す 。 こ ちら は 

どん な 衛星 で 何 を 観測 する の で し ょ うか 。 

中 川 GCOM-C に は SGLI ( 多 波長 光学 放射 計 ) と いう 光 
学 セ ン サ が 搭載 され ます 。 主 に 可視 光 か ら 赤 外 の 波長 域 
で 観測 する の で す が 、 い くつ か の 波長 で 得 ら れ た デー タ 
を 合成 する と 、 い ろ い ろ な も の が 見 えて きま す 。 た と え 
ば 、 陸 域 の 植生 や 土地 被覆 の 様子 、 雪 や 氷 、 海 面 温度 や 
植物 プラ ンク トン の 状態 、 雲 や エア ロ ゾ ル (大 気 中 の 微 
粒子 ) の 特性 な ど で す 。 

寺門 2002 年 に 打ち 上 げ ら れ た 環境 観測 技術 衛星 「 み ど 
り T | に は GLI (グロ ー バ ル ・ イ メー ジャ ) と いう 装置 が 
搭載 され て いま し た 。SGLI は GLI の 次 世代 型 と 考え て よ 
ろ し いで すか 。 

中 川 は い 。GLI の 経験 が 活か され て いま す 。GLI は 36 
チャ ン ネ ル で し た が 、SGLI で は 簡素 化し て 19 チ ャ ン ネ 
ル に し まし た 。 し か し 、SGLI に 植生 や エア ロ ゾ ル を 観 
測 する 機能 を 追加 し 、 観 測 で きる 対象 は 、GLI の 22 か ら 
29 に ふえ て いま す 。 

寺門 特に 期待 され て いる の は 、 ど の よう な デー タ で すか 。 
中 川 私 た ち が 今 、 重 き を 置い て いる も の の 1 つが 植生 
で す 。 大気 中 の 二酸化 炭素 が どれ だ け あ る か と いう の は 
温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「GOSAT」 で 観測 で きる よう 
に な り ま す が 、 二 酸化 炭素 の 地上 の 吸収 源 が どれ くら い 
ある か と いう 情報 が な いと 、 将 来 を 正確 に 予測 する こと 
は で きま せん 。 GCOM-C で は 森林 の 量 (バイ オマ ス ) を 
観測 する こと を 大 き な 目 標 と し て いま す 。 森 林 を 真 上 か ら 
見 て いる だ け で は 、 そ れ が 背 の 高い 森林 な の か 、 低 木 林 な 
の か と いっ た こと は わか り ま せん 。 GCOM-C で は 、 望 遠 
鏡 を 前 後に 振っ て 斜め か ら 見 る こと に より 、 背 の 高い 木 と 
低い 木 の 差 を と ら え る 機能 を も た せ て いま す 。 こ れ に よ 
っ て 、 バ イオ マス 量 の 推定 精度 を 上 げ よ うと いう わけ で す 。 
寺門 気候 変動 の 予測 に つい て 言え ば 、 も う 1 つ 重 要 な 
の は 、 雲 や エア ロ ゾ ル の 働き で すね 。 

中 川 エア ロ ゾ ル が ある と 、 地 上 に 届く 日 射 量 が 少な く 
な る の で 、 冷 却 効果 を も た らし ます 。 ま た 、 エ アロ ゾル 
が 上 空 で 水 示 気 と 結合 し て 雲 が で き 、 そ の 雲 が どん どん 
発達 し て いっ て 雨 に な る わけ で す が 、 こ うし た エア ロ ゾ 
ル や 雲 が 地球 温暖 化 に 与え る 影響 に つい て は 、 ま だ 不 確 
定性 が 大 きい の で す 。 精度 の 高い 数 値 モ デル を つく る に 
は 、 特 に 陸 域 の エア ロ ゾ ル の デー タ が 必要 と され て いま 
す 。 海 上 の エア ロ ゾ ル は GLI の 時 代 か ら 観測 は で き て い 
た の で す が 、 陸 域 の エア ロ ゾ ル を 観測 する に は 地上 か ら 
の 反射 光 な ど を 除去 する た め に 、 偏 光 観 測 を 行わ な く て 
は な り ま せん 。SGLI で は そう し た 機能 もち つけ て いま す 。 
寺門 気候 変動 予測 に 役立つ デー タ を と る と な る と 、 長 
い 期 間 継続 し て 観測 する こと が 必要 で すね 。 

中 川 そう で すね 。 GCOM の 場合 は 、 衛星 を 3 機 連 続 
し て 打ち 上 げ て 、13 年 間 ぐ らい の デー タ を 蓄積 し て いき 
た いと 思っ て いま す 。 

寺門 AMSR-E や GLI な どの 実績 を も と に 、 今 、 地 球 に 
と っ て いち ば ん 大 切な 問題 の 解決 の た め に JAXA の 衛星 
が 活躍 する こと に な る わけ で す が 。 

中 川 世の中 か ら 要 請 さ れ て いる 衛星 を 開発 する と いう 
意味 で 、 非 常に タイ ムリ ー な 仕事 を させ て いた だ いて い 
る と 思っ て いま す 。 国 民生 活 に 直接 役に立つ 。 それから 
人 類 全 体 に と っ て も 役に立つ 。 GCOM は 非常 に 重要 な 
ミッ ショ ン だ と 思っ て いま す 。 
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中 川 敬 三 
GCOM プ ロジ ェクト チー ム 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


| 多 波長 光学 放射 計 
(SGLI) 


GLI の 250m 分 解 能 デー タ を 
用 いた イン ド シ ナ 半島 の 
土地 被覆 の 分 類 


環境 観測 技術 衛星 

「 み どり TH」 に 搭載 され た 
グロ ー バ ル ・ イ メー ジャ (GLI) が 
観測 し た クロ ロフ ィ ル a 濃 度 


GCOM は 、 人 工 衛星 に より 地球 の 環境 変動 を 


グロ ー バ ル に 観測 する こと を 目的 と し た プロ ジェ クト で 、 


| 地球 環境 変動 観測 ミッ ショ ン | 


(Global Change Observation Mission) の 略 で す 。 
水循環 に 関す る 観測 は 、 マ イク ロロ 波 放 射 計 を 搭載 する 


水循環 変動 観測 衛星 「GCOM-W(Water)」、 


気候 変動 に 関す る 観測 は 、 多 波長 光学 放射 計 を 拾 載 す る 


気候 変動 観測 衛星 [CCOM-C(Climate)」 と 、 


プロ ジェ クト は 2 つの 衛星 を 打ち 上 げ て 実施 きん ます 。 この うち 
GCOM- W は 3 年 後 の 2011 年 度 に 打ち 上 げ ら れる 予定 で 、 
今年 に 入っ て ミッ ショ ン の 研究 公募 も スタ ー ト する な ど 、 
いよ いよ プロ ジェ クト が 本 格 的 に 動き 始め まし た 。 

今回 は 、 こ の 2 つの 衛星 が どの よう な ミッ ショ ン を 行う の か を 中 心 に 、 
中 川 散 三 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ に 話 を 聞き まし た 。 


(イン タビ ュー・ 構 成 / 寺 門 和夫 ) 


水循環 変動 観測 衛星 


[GCOM 一 W (watep 」 こい 


誠 攻 1 記 過 | 


太平 洋 赤道 域 の 中 央 部 か ら 南 米 ペル ー 沿 岸 に か け て の 海域 で 、 海 面 水温 が 平年 に 比べ て 高く な る 
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高尾 能 マ イク ロ 波 
放射 計 2(AMSR2) 


エル ニー ニョ 現象 は 、 最 近 で は 2006 年 7 月 ご ろか ら 2007 年 2 月 ご ろ に か け て 現れ まし た 。 


この 画像 は 、NASA の 地球 観測 衛星 AQUA に 搭載 され た 


改良 型 高 性 能 マ イク ロ 波 放射 計 AMSR 一 E が 2007 年 1 月 10 日 に 観測 し た デー タ に よる も の で 、 


当時 の エル ニー ニョ 現象 が ピー ク に な っ て いた 時 期 の 1 つ に 当たり ます 。 


AMSR 一 E が 捉え た 最近 4 年 間 
(2004~2007 年 ) の 融解 期 (9 月 20 日 ) の 
北極 海 海 水分 布 。2007 年 9 月 、 
それ まで 史上 最小 面積 を 記録 し て いた 
2005 年 9 月 の 海水 分 布 と 比べ て 、 
本 列島 約 3 つ 分 も の 海水 域 が 消失 し 、 
最小 記録 を 更新 し た 


地球 表面 の 微弱 な 電波 を 探知 する 
AMSR2 で 海面 水温 な ど を 
観測 する GCOM-W 
寺門 GCOM-W の 目的 を お 話し くだ さい 。 
中 川 大 きく 分 け て ろ 2 つ あ り ま す 。 1 つ は 、 今 問題 に な 
っ て いる 地球 温暖 化 を 含む 気候 変動 予測 に 対す る 貢献 で 
す 。 世 界 の 平均 気温 が 今後 何 度 C 上 昇 す る か と いっ た 予 
測 は 、 数 値 気 修 モ デル と いう も の を 使っ て コン ピュ ー タ 
で 計算 し ます 。 こ れ に 利用 で きる デー タ を 取得 する た め 
に 、 全 球 を 継続 的 に 観測 する の で す 。 も う 1 つ は 、 国 民 
の 生活 に すぐ に 役立つ よう な デー タ を 提供 する こと で す 。 
た と えば 、 漁 業 や 天気 予報 と いっ た 分 野 で の 利用 で す 。 
こう し た 目的 の た め に 、 水 循環 変動 観測 衛星 [GCOM-W] 
と 気候 変動 観測 衛星 「[GCOM-C] と いう 2 種類 の 人 工 衛 
星 で 地球 を 観測 し ます 。 
寺門 それ で は まず GCOM-W か ら お話 を うか が いた いと 
思い ます 。 ど の よう な 衛星 で 何 を 観測 する の で し ょ うか 。 
中 川 GCOM-W は 、 地 球 規模 で の 水循環 の 観測 ・ 解 明 
を 目的 と し た 衛星 で す 。 地 球 表面 か ら 出 て いる 微弱 な 電 
波 を マイ クロ 波 放射 計 と いう 装置 で 観測 し 、 主 に 水 に 関 
する 情報 を 取得 し ます 。 
寺門 GCOM-W に は AMSR2 と いう マイ クロ 波 放射 計 
が 搭載 され ます 。 現在 NASA の 衛星 Aqua に は JAXA の 
AMSR-E と いう 同じ よう な 装置 が 載っ て いま すね 。 こ れ 
と の 違い は どの あたり に ある の で すか 。 
中 川 基本 的 に は 同じ 機能 で す が 、 性 能 が 上 が り ま す 。 
まず アン テ ナ 直 径 を AMSR-E の 1.6m か ら 2m と 大 きく し 
て 分 解 能 を 向上 させ ます 。 正確 な 観測 が で きる よう に デ 
ー タ を 補正 する 装置 も 改良 し まし た 。 
寺門 去年 の 夏 、 北 極 海 の 氷 の 面積 が 史上 最小 に な っ て 
大 き な 話 題 と な り ま し た 。 こ れ を 観測 し た の が 、AMSR- 
E で し た ね 。 
中 川 今度 の AMSR2 で も 基本 的 に は 同じ も の が 見 える 
は ず で す 。 精 度 は 向上 する こと に な り ま す が 。 そ の ほか 、 
海面 水温 の デー タ な ど は さま ざま な 分 野 で 使わ れる で し ょ 
う 。 エルニーニョ と か ラニ ー ニ ャ な ども る 観測 で きま すし 、 
漁業 に お ける 漁場 予測 で も 海面 水温 が 役に立ち ます 。 そ 
れ か ら 降 水量 や 土壌 水分 の 度合 いな ども 見 る こと が で き 
ます 。 
寺門 気候 変動 予測 へ の 貢献 と いう 点 で は いか が で し ょ う 。 
中 川 今 の 数 値 気 候 モ デル は 主 に 大 気 と 海洋 に つい て モ 
デル 化 が 進ん を で お り 、 陸 域 に つい て も 、 よ り 複 雑 な 陸 面 
状態 を 表現 可能 な モデ ル が 組み 込ま れつ つ あ り 、 今後 、 
土壌 の 状態 が 大 気 に 与 える 影響 が シミ ュ レ ーション され 
る よう に な る と 思わ れ ま す 。 で すか ら 、 GCOM-W の 土 
壌 水分 の デー タ は 非常 に 役に立つ と 思い ます 。 精 度 の よ 
い 観測 デー タ が あれ ば 、 気 候 モ デル の 入力 に 使う こと や 、 
検証 を 行う こと が 可能 と な り 、 予 測 の 精度 も 上 が り ま す 。 
寺門 マイ クロ 波 放射 計 は 、 日 本 が 世界 に 誇る 技術 と い 
っ て よろ し い の で し ょ うか 。 
中 川 は い 。 今 、 高 性 能 の マイ クロ 放射 計 は 、 運 用 中 の 
AMSR-E と GCOM-W で 開発 中 の AMSR2 し か な い の で 
す 。 非常 に 微弱 な 電波 を 宇宙 か ら と ら え る に は 、 も の す 
ご く 高 感度 な 受信 機 が 必要 に な り ま す 。 そ れ か ら 、 直 径 
2m の アン テ ナ を 1 分 間 に 40 回 転 さ せ て 、1400km ぐ ら 
い の 幅 で 地球 を 観測 し て いく わけ で す が 、5 ら 5 年 間 回 り 続 
け な く て は な ら な い 。 そう し た 高 信頼 性 を 実現 する の は 、 
な か な か 難し いこ と な ん で す 。 
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能代 で 行わ れ た - 
固体 ロケ ッ ト モ ー タ の 地上 燃焼 試験 


現在 、2011 年 度 の 打ち 上 げ 開 始 を め さ し て 次 期 固 体 ロ ケッ ト の 研究 が 進め られ て いま す 。 
お 財布 に や さ し く 取り 扱い も 簡単 な 、 宇 宙 へ の 敷居 を 低く する 


新しい コン セプト の ロケ ッ ト で す 。 この 開発 の 一 環 と し て 3 月 了 ア 日 、 秋田 県 


行わ れ た 固体 ロケ ッ ト モ ー タ の 地上 燃焼 試験 を 見 学 し て きま し た 。 


Seiichi Sakamoto 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 
室 教授 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物 理学 。 昨 年 4 月 に 対 
外 協 力 室 に 着任 し て 早 1 年 、 
宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 
普及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ 
ト 射場 周辺 漁民 と の 対話 や 
国際 協力 な ど 「 た い が い の こ 
と ] に 挑戦 中 。 
(写真 : 能代 多目的 実験 場 
で の スナ ッ プ ) 


試験 を 終え た モー タ を 

の ぞ き 込む 関係 者 。 

この モー タケ ー ス は 今後 
補修 され 、MV ロ ケッ ト の 
実機 模型 の 一 部 と し て 


一 般 向け に 展示 され る 予定 


地上 燃焼 試験 は 、 ロケット 版 
サー キッ ト 走 行 

自動 車 の 開発 で は サー キッ ト で の テス トト 走行 が 繰り 
返さ れ ま す が 、 ロ ケッ ト 開 発 で は そう そう テス ト 飛 行 
を する わけ に も いき ませ ん 。 そ の 代わ り 、 い くつ か の 
コン ポー ネン ト を 地上 で 別々 に 試験 し ます 。 宮 城 県 の 
角田 や 秋田 県 の 能代 に は 、 こ の よう な ロケ ッ ト の 試験 
を 行う た め の 実 験 場 が あり ます 。 

今回 の 試験 に は 能代 多目的 実験 場 の 大 型 大 気 燃焼 試 
験 棟 が 使わ れ ま し た 。M-V の モー タ の よう な 大 型 の 試 
験 の 場合 は 、 倒 立 状 態 で 組み 上 げ て か ら 最 後に 横倒し 
に する そう で 、 建 物 に は 巨大 な クレ ー ン が 付い て いま 
。 今回 試験 され た の は M-V ロ ケッ ト の 2 段 目 モー タ 
と し て 開発 され た 直径 2.5m、 長 さ 5.6m の も の で 、 こ 
れ だ け 大 き な も の の 燃焼 試験 は 7 年 ぶり の こと で す 。 
地上 か ら 打 ち 上 げ ら れる 1 段 目 モー タ と 違い 、 空 気 
の 薄い 上 空 で 点火 する 2 段 目 以降 の モー タ で は 、 実際 
に 使わ れる 時 の 条件 を 再現 する た め に 通常 は 真空 燃焼 
試験 棟 が 使わ れ ま す 。 た だ 今回 は 、 ノ ズル を 短く する 
こと で 周辺 の 気圧 が 高く て も 燃焼 ガス が ノズル 壁面 か 
ら 和 剥離 し て 乱れ な いよ うに し 、 推 力 や 内 圧 の ほか に 、 
ロケ ッ ト を 回 転 さ せる 原因 と な る 燃焼 ガス の 乱れ や 、 
燃焼 時 の 振動 や 燃 太 速 度 な ども 測定 し まし た 。 


打ち 上 げ と は 違う 迫力 を 
五感 で 感じ る 


実験 当日 は 北国 の 春 を 思わ せる 陽気 で し た が 、 な ぜ 
か 試験 前 後 だ け 吹 細く と いう 悪 条 件 。 平 日 症 6 
も か か わら ず 集 まっ た 50 名 を 超す 見 学者 が 、 風 に 背 


能代 多目的 実験 場 か ら 世 界 遺 産 の 白神 山地 を 望む 


の 能代 多目的 実験 場 で 


を 向け て 吹雪 を し の ぐ で 様子 は 、 さ な が ら 「 ペ ン ギ ン の 
群れ ] の よう で し た 。 

実験 を 予定 どおり 実施 する か どう か は 、 燃 焼 ガ ス が 
周辺 に 悪影響 を 与え を な いよ うに と の 配慮 か ら 、 周 辺 住 
民 の 代表 を 交え て 風向 き な ど の 条件 を 見 な が ら 総 合 的 
に 判断 され ます 。 今回 は 、 こ の 突然 の 吹雪 の 影響 が 
懸念 され まし た が 、 直 前 に は 風 も お さま り 、 予 定 通り 
10 時 30 分 に 点火 。 固 体 ロ ケッ トモ ー タ は 暮 音 を あげ 
な が ら お よそ 1 分 半 も 燃え 続け まし た 。 

地上 燃焼 試験 で は 保安 距離 が 700m と 短く 、 飛 び 去 
ら ず いつ まで も 目 の 前 で 燃え 続け る の で 、 ロ ケッ ト の 
打ち 上 げ と は また ちがっ た 迫力 を 全身 で 感じ る こと が 
で きま す 。 

試験 棟 か ら 30m ほ ど 離 れ た と ころ に ある 、 耐 火 コ ン 
クリ ー ト 製 の 火炎 偏向 盤 。 こ れ は 、 水 平方 向 に 噴き 出 
し た 燃焼 ガス を 上 向き に 変え て 、 海 へ の 影響 を 軽減 す 
る た め の も の で す 。 

打ち 上 げ 後 数 秒間 の 火炎 に 耐え れ ば よい 発射 台 と 貴 
い 、3.,000 度 C 近 い 火 炎 に 1 分 以上 も さら され 続け る 
地上 燃焼 施設 の 偏向 盤 に は 、 見 る も の を 圧倒 する 凄 

み が あ り ま す 。 

試験 後に 見 に 行っ た と ころ 、 試 験 前 と は 状態 が 明 ら 
か に 変わ っ て いて 、 燃 焼 ガ ス の 臭い が 残る 中 、 偏 向 盤 
の 下 に は 鉄筋 か ら は が れ た と 思わ れる か けら が いく つ 
も 落ち て いま し た 。 

そし て 夜 は 、 実 験 斑 員 そろ っ て 秋田 名 物 「 き り た ん 
ぽ 」| を つつ き な が ら の 報告 会 能代 の 違う 側面 を また 
五感 で フル に 感じ る の で し た 。 


豪快 に 燃焼 ガス を 吐く 
固体 ロケ ッ ト モ ー タ 


吹雪 の 中 、 

還 | 実験 開始 を 待つ 
| [ペン ギン の 群れ |。 
私 も 、 も ちろ ん 
その 群れ の 一 員 


超 高速 イン ター ネッ ト 衛 星 
| きず な 」 が 打ち 上 げ ら れ 

た 2 月 23 日 は 、 全 国 的 に 風 が 強 
く 大 荒れ の 天気 で し た 。H-IIA 
14 号 機 は 打ち 上 げ ウ イン ドウ ( 予 
定時 間 帯 ) ギリ ギリ の 17 時 55 分 に 
打ち 上 げ ば られ ま し た 。 

打ち 上 げに 向け た カウ ント ダ 
ウン 作業 で は 、「270 秒 前 ] が 大 き 
な 節目 と な り ま す 。 こ れ 以 降 は 、 
人 間 の 判断 が 追い つか な い ほ ど 
短い 時 間 の 間 に 、 た くさ ん の 処 
理 や 判断 が 必要 に な り ま す 。 そ 
れ ら を も れ な く 確 実に 行っ て い 
く た め に 、 コ ンピュータ ー に 制 
御 を 務 け 、 自 動 化 し て いま す 。 
そう いう 意味 で は 、 こ の 270 秒 
と いう 節目 を 越え を る と き の 「| 自 動 
カウ ント ダウ ン シ ー ケ ンス 開始 | 
が 、 人 間 が 行う 実質 的 な 打ち 上 
げ の GO サイ ン だ と 言っ て いい か 
も し れ ま せん 。 そ し て | かぐや] 
の H-II A13 号 機 か ら は 、 ロ ケッ 
ト の 打ち 上 ば げ 業 務 を 三菱 重工 業 
株 式 会 社 (MHI) が 担っ て お り 、 
ここ で GO サイ ン を 出す の が MHI 
と な っ て いま す 。 
ーー で は JAXA の 立場 は ? 

| 打ち 上 げ を 安全 に 行う た め 、 
合 に よっ て は 赤 信 号 や 黄 信 号 を 
点灯 させ る の が JAXA の 仕事 と 考 
えて いた だ いて いい か も し れ ま せ 
ん 。『 安 全 確 保 に か か る 業務 | で す | 
今回 の 打ち 上 げ の 場合 、270 秒 
を 越え て 自動 カウ ント ダウ ン に 
入っ た と し て も 、 途 中 で 中 止 に 
な る 可能 性 が 少な か ら ず あり ま 
し た 。 理 由 は 「 強 風 ] です 。 発射 
台 の 近く で 観測 し て いる 風速 が 、 
た と え 了 瞬間 的 で あっ て も あら か 
じ め 決 め ら れ た レベ ル を 越え れ 
ば (今回 の 場合 は 16.4m/s) 打ち 
上 ば げ は 中 止 。 飛 行 の 安全 に か か 
わる こう し た 判断 材料 の 提供 は 
JAXA 側 が 責任 を も つ 部 分 で す 。 
一 方 で 、 風 は いつ も る 一定 の ス 
ピー ド で 吹く の で な く 、 息 つぎ を 
する よう に 強く な っ た り 弱 く な っ 
た り し ます 。 そ の 周期 を 見 きわ め 
る た め 、 コ ンピュータ ー に 処理 を 
任せ る 270 秒 の 直前 に 、 5 分 間 を 
SN 
に ある 」 こ と を 確認 する こと に 
の PPP 
ドウ ぎり ぎり の 17 時 55 分 に 打ち 


高度 900m か ら 撮 影 し た 


H-TA14 号 機 打ち 上 げ の 様子 。 打 ち 上 げ 時 刻 の 


17 時 55 分 は すでに 日 没後 だ っ た 。 


上 げ が 行わ れ た わけ で す 。 
[とりわけ 今回 は 、 過 去 に 経験 
胃 だ が 0 なほ 人 画 の 割ら 
上 げ で し た 。 風 待ち の 判断 も そ 
う で す が 、 風 が 強く 濾 が 高く て 
凡 戒 区 域 に 入っ て し まっ て いた 小 
型 船舶 の 発見 が 遅れ た り 、 そ の 
小型 船舶 が 警戒 区 域 只 で レー ダ 
ー か ら 消 え 、『 海 難 事 故 か 7』 と 緊 
張 す る 瞬間 も あり まし た 。 も し そ 
うな ら 打 ち 上 げ ど ころ で は な く な 
り ま す が 、 確 認 し よう に も 警戒 の 
た め の 航 空 機 は 燃料 切れ で 空港 
に 戻っ て お り 、 急 硬 、 高 層 の 雲 
を 監視 し て いた 航空 機 に 高度 を 
下げ て も ら っ て 船 影 を 確認 し て も 
ら う 、 と いう よう な 舞台 裏 も あっ 


max ほ ) 


た ん で す 。 幸い その 小型 船 は 無 
事 で 、 直 接 連絡 も とれ 、 警 戒 区 
域 を 離れ て くれ まし た 。 
民間 移管 後 の 体 制 を 『 打 ち 上 げ 
が MHI で 、 安 全 監 理 が JAXAl と 
説明 し て きま し た が 、 2 回 の 打 
ち 上 げ ( と それ に 伴う さま ざま な 
トラ ブル シュ ー テ ィング ) を 通じ 、 | 
両者 の 仕事 の 分 担 や 協力 体制 が 、 鹿児島 宇宙 セン ター の 
で な 0 で きた よう に 選 M ま すう 記 西田 隆次 長 
会 見 の 場 で も お 話し し た の で 
す が 、 今 回 の 打ち 上 げ は 、 そ れ 
ぞ れ が 役割 を 果たし た チー ム ワ ー 
ク の 結 唱 、 総 合力 の 勝利 で し た 。 
いっ て みれ ば 『 運 転 手 が MHI、 車 
は AKAI IGR2 5G 表 2 
か (笑い )」 


ロケ ッ ト の 発射 ボタン は 
5 押す ? 


みな さん の 中 に は 10、9、8、7 と カウ ント ダウ ン が 続き 、 
ゼロ で 誰か が ボタ ン を パチ ン と 押し 、 ロ ケッ ト が 打ち 上 げ ら れる も の ……、 


と 考え て いる 方 が いら つっ し ゃ る か も し れ ま せん 。 


で も 、 現 実に [打ち上げ を 指示 する ボタ ン 」 が ある わけ で は あり ませ ん 。 
今回 は 、H-TA ロ ケッ ト 14 号 機 の 打ち 上 げ の 隊 に 、 

企画 管理 主任 と し て 打ち 上 げ 安 全 管 理 責任 者 (JAXA) を 補佐 し 、 
広報 ・ 渉 外 ・ 気 象 予測 を 含む 情報 連絡 ・ 施 設 設備 

管理 業務 を 担当 し た 、 宇 宙 基 幹 シ ステ ム 本 部 鹿児島 宇宙 セン ター の 


西田 隆次 長 に 聞い て み ま し た 。 


MI ニ ) 


ロロ ロ J ビ ビエ 
幅 当 = 人 ma INFORIMATIOIN 
1 ンー パ 際 _ ん へ ー まま ミ 下 し た た INF ロ RMIATIOI 1 
。 IN っ 昨年 10 月 か ら ス ピン 姿勢 安定 に て の 、 徐 々 に 発生 電力 カ 低 > ゴイ クビ さ 
め ネ ム ポ び ぴの ス で な こ に 有 旨 区 ココ ョ ュ z 隈 酸 A の SELENE プ ロジ ェクト チ SEI JRNE 著 千 飛行 を 続け て いる 小 世 探査 め 、 各 部 の 温度 維持 に 注視 し な が | 有 |NRX 星 探査 機 はやぶさ] 
栓 め ネ トイ キ で 部 の が の 一 裳 由 18 カ ヽ 表 8 一 ム は この ほど 、 日 本 放送 協会 | 〇 し ぶさ ] は 2 月 28 日 、3 回 目 ら 、1 月 か ら 消費 電力 の 削減 を 行 承 日 点 を 無事 用 週 
有 了 部 上 排 レ す 門 利 る 遇 ぶ で 人 回 へ 者 (NHK) ハイ ビジ ョ ンカ メラ チー ム プロ ジェ クト と 証 日 上 で 大 陽 カ ちら っ OL いま し 以降 し ば らく の 間 、 3 回 目 の バハ て バハ で EL 
- 開 閉 9 エー 生 8 遠 日 点 上 で 太 陣 か に 9 5 
の た の 同日 に が と や 所 を さ 』 。 と 共同 で 、 第 53 回 前 委 党 (財団 共同 で と も 適さ かる 点 。 今 回 の 大陸 区 発生 電力 は 改善 きれ ます が 、 急 eewe エー ニー 」 情 作 林 
全 代 第 開 二 を なく 分 役 首 短 が し 可 遂 や が 全会 介 を 受賞 し し NHK カ テバ IH 単位 ) を 無事 通過 し ま 激 に 地球 距離 が 拡大 し 、5 月 末 に 人 (首府 系) で の 
邊 2 発 る ゃ け 割 門 玉 選 ネ の 夫人 6 し た 53 回 前 委 営 は 1.63 大 文 単 位 ) を 無事 通過 し ま 速 2.5 天 文 単 位 に 達し ます 。 ms 上 ーー ie 
太 准 世に N 排 守 且 が ば ス 直 た J ミ Em | HE ha アデ が oN 080 錠 内 
所 導 で ※ A は 大 務 促 ぶ 日 の 0 「 前 鳥 賞 ] は 、 現 在 の 郵便 事業 の 第 BU 2003 和 5 用 に 村 ち 上 げ 5 れ た [は 次 は イオ ン エ ンジ ン に よる 動力 航 。 | ど awim 
すし た は っ 提 と いき 提 し ロイ リ ビ ペ 其 を 集い た 前 妥 密 を 記念 し て 、 や ぶさ ] は 、 05 年 9 月 に 地球 か ら 約 行 に より 、 も う 1 度 、 避 日 点 を 回 り 、 ) 
を た で ト る 擬 い ピス 合 た 第 ミ 業 シド 毎年 、 通 信 事 業 に 頭 著 な 功績 の 3 億 km 見 れ た 位置 で 小惑星 イト カ 10 年 6 月 地球 に 帰還 する 予定 で | ん 
の ビス りく る ジ 分 に 2 ン 新 っ あっ た 個人 ・ 団 体 等 に 障 られ て ニュ ンド デー し (11 月 に 着陸 )、 そ す 。 。 | 較 
細 攻 る ネ 野 つ 位 グ 聞 不 イイ SaI( イ メー ジ 図 ) / 
イ ヽ ジテ ん た も 不 時 9 ス っ へ いま す 。 JAXA と NHK は 、 月 探 の 後 昨年 4 月 か ら 地球 帰還 に 向 「 は や ぶ 2 世間 | 『 
ヾ て 衛 か ぐ や ] に 搭載 され た ハ 8 の 4 朋 『」 
う 応 が 還 の 募 尽 ム 任 が 議 争 レイ いさ 査 衛星 | か ぐ や 8 け 軌 道 を 変換 し て 本 格 巡航 を 際 ノ 
6 晴 目 名 東 で に 々 機 符合 い ァ 部 ン Nd 始 。 昨 年 1 月 か らい っ た ん イオ ン | ング 
あん と と WW あ 年 作 ? 5 レ NIOH エン ジン と リア クシ ョ ン ホ イー ル を la ET 
4 名 る 上 0 内 UK 『 5 を 世界 で 初め て ハイ ビジ ョ ン に よ 停止 し て 、 姿勢 制御 を スピ ン 安 定 
と た 前 の 褒 々 物 称 導 目 府 六条 広 ノ の る 映像 で 提 彩 する こと に 成功 し に 和 内 で 行わ れ た 提 賞 に 出席 し た モー ド に 移行 させ て いま す 。 は 
ろだ 芝 中 了 に の 集 4 b 提 部 車 た 押 員 た 点 が 、 ず 生 開発 や 情報 通信 技 SELENE の 電 民 プロ ジェ クト ネー ジャ 過去 2 回 の 境 日 点 (1.7 天 文 単位 ) Ce 
ェ い の 内 激 や ーー で た ぇ 門 券 下 思 SS 術 の 発展 に 真 献 し た と し て 受賞 に (中 央 ) と NHK 放 送 技術 局 の に 比べ 太陽 か ら の 距離 は 近い も の 」 a lm 1 ま ( 拓 六 WG 
皆 や 割 の か 人 癌 月 軒 多 PA 至り まし た 。 山 生 居 ナー フェ ンジ ニア ( 
を きら 近 4 ぐ くば の 188 と 位 、 2 - 
えて 2 は 半 を gg 光 介 OL “ mm VC 5 所 議 受 大 1 
- ご た 1 め に も る 公 | は O 協 プ (に 還 像 た 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン 環 和 Ti 太陽 観測 衛星 「 ひ の で ] の 軌道 バー ジ 旧 通 了 な 座 上 * 科 受 ぉ 半 り 受 観 門 
を 表彰 する 「 第 1 回 環境 コミ ュ ニ ア 呈 Ji の 備 受 鈴 が 名 秋 代 り に へ 証 財 信 陽 
ショ ン 大 | ( 催 ・ 環 天 省 、] 斉 A き 全便 表 鐘 瞳 上 側 肖 中 人 ] 
ます 便 消 を 1 し 際 間 用 受光 年 二 星 人 見 
INFORMATI ーー- = 1 財団 法人 地球 ・ 人 間 環 境 フ ォ ー Xi の し たる 用 法 全 と 示し ひ デ テ 泊 
JAXA が 10 年 も ーー ラム ) の 受賞 作品 が この ほど 発表 A 2 受 い 施 受 人 を を 由 な 了 の 安 測 
宇宙 飛行 主 SSMUCUEGNO00 Ab 旧 ま る 2 乱 寺 を 旬 8S 定 衛 
2 が 、 環 土門 の 優 ( 束 一 た らら 導 代 馬 章介 る ミ が に 
s 境 配 席 促 進 法 特定 事業 者 賞 ) に 選 ケ で 信 の 作 現 年 る る し 多 恒 介 肖 (に 年 
ば れ ま し た 。 1 可 検 S 代 な ま ど た 生 会 号 テ 翌 こ 、 
本 賞 は 、 優 れ た 環境 報告 書 や 環 | () 和音 いひ 
の ee 先 い つた "を 中 に と 凡 る 因 が で の ) 
M な ど を 表彰 する こと で 、 事 業 2 に 内 衝 に に 増 局 利 共 響 当 の 等 低 ら で 
者 の 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン へ ソン ] で 幕 て 久しい を で 前 す 宙 
の 取り 組み を 促進 する こと を 目 大 く 状 半 受 と う て こ い 且 鈴 交 る の ) X 
9 * す 。 今回 は 、 環 言 エ こ いれ よさ は < レノ 
ESIRRSE まほ し 仙 を と な まう れ 農 生 め 避 寺 
e テ “環境 県 他 の 】 と や 
90 ne ツル の 0 境 因 六 計 お た 基 タ た 状 お 時 信 で 
MI 部門 33 点 の 合わ せ て 410 点 の 応 優 に 突 し し レ しい J」 デ 圧 科 況 そ 間 の ) 
区 作 の 中 か ら 、 環 境 報告 書 部 門 交 り 富有 生 ペー の 生き を 
= Mu 22 点 、 環 境 活動 レポ ー ト 部 門 6 の 0 同 A 受 図 測 好 あ ぁ 続 
皇 画 飛行 十 た ち 上 尽 . 6 タ 行 象 ま 回 A 受 
ズ JAXA の 8 名 の 宇宙 飛行 占 テレ ビ 環境 CM 部 門 5 点 の 汗 が 検 
計 ^ は 、「 き ぼう 1 日 本 実験 棟 の 計 33 点 が 受賞 し て いま す 。 具 届 光 に SN の う き デレ 5 ニー クー 十 ロ 
、 理 用 ・ 利 用 を 確実 に 行う た め 、 JAXA の ECO レ ポー ト は 06 年 か | かぐや | が アビ エー ショ ン ・ ウ イー ク 誌 の 上 
際 宇宙 ステ ーション へ の 長期 滞在 ら 発行 され て お り 、 今 回 の 受賞 A d| を 受賞 
J AXAS に 対応 可 NN 作 [JAXA 0 | TLaureate Wa4T* 0 
の 候補 者 を 新規 に 募集 ・ 選 抜 し 環境 配慮 促進 法 で 定め られ た 特 人 ak レビ エー トマ ネー ジッ が 日 本 の 皇 守 プロ 
MR ます 。 JAXA が 宇宙 飛行 士 候補 者 。 宮 事 業者 に よる 環境 報告 書か ら イク | (Ayation Week エク ト と し て 初め て 選出 され まし 
行人 画家 空 研 究 発 構 (JAXA の 新規 募集 を 行う の は 1998 年 以 選ば れ た 5 点 の 優秀 作品 の 1 つ &Space Technology) が 主催 する た 。 本 賞 は 毎年 、 宇 宙 ・ 航 空 ・ 
OO 来 10 年 ぶり の こと 。 応 募 受付 期間 と し て 表彰 され まし た 。 [Laureate Award の 宇宙 部 門 で 、 WCS 
印刷 製本 人 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 彰 式 で の 、 ー ム を 表彰 し て い 
は 4 月 1 日 一 6 月 20 日 の 予定 で す 。 3 月 6 日 の 表彰 式 で 購 回 衛星 [かぐ や | の SELENE 個人 や チ 
5 詳し い 応募 条件 や 選抜 方 法 は する 間 プロ シェ クト と 夫 アロア ェ ク の で 、 人 51EH( に な り ます 
HT 細 IL JAXA ウ ェ ブ サイ ト で ご 確認 くだ 理事 時 2 
阪本 電 さい 。 多 数 の ご 応募 を お 待ち し 
顧問 山根 一 引 て ます 


SELENE の 滝澤 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ (中 央 ) 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
滞  T182-8522 
東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 


FAX : 0422-40-3281 


相模 原 キ ャ ン パ ス 
〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-391 1 

FAX : 042-759-8440 


種子 島 宇宙 セン ター 
〒891-3793 
鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


間 名 古屋 駐在 貞 事 務 所 

f 〒460-0022 

|。 愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 
| 金山 総合 ビル 10 階 

TEL : 052-332-3251 

FAX : 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


衛星 利用 推進 セン ター 

大 手 町 分 室 

〒100-0004 

東京 都 寺 代田 区 大 手 町 2-2-1 
新 大 手 町 ビル 7 階 

TEL : 03-3516-9100 

FAX : 03-3516-9160 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 


鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 
TEL : 0997-27-1990 


FAX : 0997-24-2000 


空 へ 区 み 、 字 二 を 導く 


2003 年 10 月 に JAXA が 設立 され て か ら 4 年 半 。 
JAXA は この ほど 、 そ の 使命 、 姿 勢 を より わか り 
や すく 伝え る た め 、「 空 へ 挑み 、 宇 宙 を 拓く 」 を コ 
ー ポ レー トメ ッ セ ー ジ と し て 決定 し まし た 。 

この メッ セー ジ は 、 宇宙 航空 と いう フロ ンティア 
に 「 挑 戦 ] す る こと を 通じ 、 社 会 ・ 人 類 の 可能 性 
を 「 開 拓 ] す る と いう JAXA の 決意 を 表現 し て い 


EE で 才 

無限 の 可能 性 を も つ 宇 宙 航 空 分 野 に 携わる JAXA 
に 課せ られ た 使命 は 、 今 後 さ ら に 拡がっ て いき 
ます 。JAXA は 、 今 回 新た に 掲げ る コー ポレ ー ト 
メッ セー ジ を さら な る 挑戦 へ の 活力 と し て 、 よ り 
一 層 、 豊 か な 社会 の 実現 を めざし て いき ます 。 


宇 二 有 空 研究 開発 本 


meAwwme iplntaw aw 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 
mT181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 
FAX : 0422-40-3281 


筑波 宇宙 セン ター 

時 エ 305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


l 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
』T893-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 
TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-3811 


能代 多目的 実験 坦 
〒016-0179 
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